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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
。
ネ
ッ
ト

で
多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
と

り
、「
い
い
ね
」
が
い
く
ら
つ

く
か
で
、
こ
と
の
善
悪
や
も

の
の
価
値
を
決
め
る
時
代
に

疑
問
を
持
つ
。
一
口
で
い
う

な
ら
多
数
派
に
よ
る
多
数
派

の
た
め
の
論
理
だ
か
ら
だ
。 

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
い
ま

は
資
本
主
義
経
済
の
自
由
主

義
の
時
代
だ
。
わ
け
て
も
原

理
主
義
的
な
新
自
由
主
義
経

済
だ
。
よ
り
速
く
、
よ
り
多

く
を
稼
ぐ
こ
と
こ
そ
、
企
業

と
経
営
者
の
役
割
で
あ
り
、

社
会
と
の
公
共
性
、
共
存
性

が
な
い
し
、
そ
の
利
益
は
資

本
家
と
投
資
家
に
流
れ
る
仕

組
み
だ
。 

 

こ
の
夏
、
東
京
の
西
武
百

貨
店
の
身
売
り
問

題
で
、
こ
れ
に
反
対

す
る
労
組
が
ス
ト

ラ
イ
キ
を
打
っ
た
。

大
手
百
貨
店
と
し

て
は
実
に
六
一
年

ぶ
り
だ
。
一
九
六
二

（
昭
和
三
七
）
年
で
、

二
世
代
も
前
の
こ

と
と
な
る
。 

 

結
果
は
、
米
国
の
投
資
フ
ァ

ン
ド
へ
の
身
売
り
は
決
ま
っ

た
が
、
人
員
整
理
は
当
面
回

避
で
き
た
よ
う
だ
。
た
た
か

い
は
当
然
で
あ
り
、
私
た
ち

も
こ
れ
を
支
持
し
た
い
。
と

こ
ろ
が
こ
れ
に
批
判
的
な
マ

ス
コ
ミ
や
人
た
ち
は
、「
赤
字

会
社
の
人
員
整
理
は
当
然
」

だ
と
か
、「
入
社
し
た
の
は
本

人
で
自
己
責
任
だ
」
と
い
う

冷
酷
な
意
見
も
あ
る
。 

 

だ
が
、
九
月
に
開
か
れ
た

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
大
会
で
は
、

本
部
が
一
緒
に
た
た

か
わ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、「
な
ん
の

た
め
に
加
入
し
て
い

る
の
だ
」
と
い
う
声
が

上
が
り
、
本
部
は
「
来

春
闘
で
は
ス
ト
も
」
と

答
え
た
と
い
う
。
ス
ト

は
大
き
な
意
味
が
あ

っ
た
。 

 

一
方
、
ア
メ

リ
カ
の
話
だ
が
、

俳
優
組
合
が
長

期
間
の
ス
ト
を

実
行
中
だ
。
ネ

ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
の

時
代
の
中
、
俳

優
と
し
て
の
権

利
を
奪
わ
れ
る
、
と
い
う
要

求
だ
が
、
ス
タ
ー
で
も
ス
ト

を
打
つ
社
会
に
驚
き
だ
。 

 

ま
た
、
こ
の
九
月
、
全
米

自
動
車
の
ビ
ッ
グ
・
ス
リ
ー

（
フ
ォ
ー
ド
、
ゼ
ネ
ラ
ル
モ

ー
タ
ー
ズ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

の
三
十
万
人
）
の
労
組
が
賃

上
げ
で
ス
ト
を
打
っ
て
い
る
。

そ
の
要
求
は
非
常
に
シ
ン
プ

ル
だ
。 

 

労
組
は
「
会
社
の
ト
ッ
プ

の
報
酬
が
去
年
よ
り
四
割
上

が
っ
た
の
で
、
俺
た
ち
の
賃

金
も
四
割
上
げ
ろ
」
で
あ
る
。

会
社
は
「
二
割
の
ア
ッ
プ
」

と
回
答
し
た

が
、
労
組
は

納
得
せ
ず
ス

ト
に
入
っ
て

い
る
。
こ
ん

な
ス
ト
の
理

由
は
日
本
の

労
組
で
は
な

か
な
か
聞
か

な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
当

た
り
前
な
の
だ
ろ
う
。 

 

去
年
は
欧
州
で
も
ゼ
ネ
ス

ト
や
鉄
道
ス
ト
が
た
た
か
わ

れ
た
が
、
お
お
む
ね
市
民
は

冷
静
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
市
民

も
鉄
道
利
用
時
で
は
お
客
だ

が
、
職
場
へ
行
け
ば
働
く
人

で
あ
り
、
立
場
は
同
じ
だ
と

受
け
止
め
て
い
る
か
ら
だ
。 

 

し
か
し
、
日
本
人
も
昔
か

ら
無
抵
抗
の
「
長
い
も
の
に

は
巻
か
れ
ろ
」
だ
け
の
人
で

は
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
か

ら
明
治
維
新
初
期
ま
で
の
ほ

ぼ
二
九
〇
年
間
で
、
農
民
の

一
揆
は
六
九
五
回
も
起
き
て

い
る
。（
青
木
虹
二
の
「
日
本

の
一
揆
」
か
ら
）。 

 

圧
政
や
高
税
に
怒
り
決
起

す
る
一
揆
は
、
回
数
だ
け
を

い
え
ば
二
年
に
一
度
だ
っ
た
。

一
揆
の
形
態
は
ほ
ぼ
暴
動
が

主
流
だ
っ
た
が
、
支
配
層
＝

武
士
は
暴
力
集
団
な
の
で
武

力
鎮
圧
は
容
易
に
で
き
た
が
、

一
番
厄
介
な
手
段
は

逃
散
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
村
ご
と
地
域
ご
と

農
民
が
こ
っ
そ
り
隣

国
な
ど
に
逃
げ
出
す

＝
生
産
の
放
棄
で
あ

っ
た
と
い
う
。 

 

こ
れ
は
わ
か
り
や
す
い
。
農

民
が
コ
メ
を
作
ら
な
け
れ
ば
、

コ
メ
が
経
済
の
基
本
で
あ
っ

た
時
代
に
は
、
経
済
の
崩
壊

で
、
支
配
層
も
対
応
に
苦
慮

し
た
と
あ
る
。
こ
の
一
揆
の

歴
史
を
も
つ
私
た
ち
も
、
苦

し
い
と
き
は
、
生
産
の
放
棄

＝
ス
ト
を
打
て
ば
い
い
。 

 

ス
ト
は
社
会
の
本
質
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
も
そ
も
額

に
汗
を
せ
ず
、
資
本
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
高

額
の
報
酬
を
と
り
、
働
く
人

に
は
「
も
っ
と
稼
げ
」
と
命

令
す
る
富
裕
層
。
そ
の
所
得

格
差
は
日
本
で
は
一
九
七
〇

年
代
は
十
五
倍
だ
っ
た
と
い

う
が
、
い
ま
は
百
六
十
五
倍

だ
。 

 

ト
ヨ
タ
社
長
の
報
酬
は
前

年
の
一
，
五
倍
の
九
億
九
千

万
円
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

で
あ
り
、
仮
に
ト
ヨ
タ
の
非

正
規
の
人
が
年
収
四
百
万
円

だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
格
差
と

な
る
。
対
前
年
度
比
一
．
五

倍
だ
と
は
、
欧
米
並

み
グ
ロ
ー
バ
ル
基

準
か
ら
だ
と
い
う
。 

 

な
ら
ば
日
本
の

労
働
者
も
グ
ロ
ー

バ
ル
基
準
で
一
．
五

の
賃
上
げ
を
要
求
す
る
。 

今
年
の
政
府
主
導
の
賃
上

げ
や
連
合
の
要
求
も
三
％
と

い
う
低
額
だ
。
働
い
て
も
物

価
高
に
追
い
つ
か
な
い
社
会

こ
そ
、
新
自
由
主
義
の
極
々

少
数
の
富
裕
層
の
、
優
遇
社

会
の
真
実
な
の
だ
。 

 

が
ん
ば
ろ
う
、
生
産
と
社

会
の
担
い
手
の
働
く
人
。
ス

ト
ラ
イ
キ
の
時
代
に
た
た
か

い
で
社
会
を
変
え
よ
う
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


